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松永雄二教



戸崎宏正教授



松

永

雄

ニ

教

授

昭

和

四

年

十

一

月

昭
和
二
十
七
年
三
月

昭
和
三
十
三
年
十
月

昭
和
三
十
三
年
十
月

昭
和
三
十
四
年
八
月

昭
和
三
十
七
年
十
一
月

昭
和
三
十
八
年
十
月

昭
和
四
十
五
年
六
月

昭
和
四
十
八
年
八
月

昭
和
五
十
一
年
十
月

昭
和
五
十
四
年
一
月

昭
和
五
十
四
年
五
月

昭
和
五
十
四
年
十
一
月

昭
和
五
十
五
年
六
月

昭
和
五
十
七
年
七
月

略

歴
現本
住籍
所地

福福
岡岡
県県
福

五岡
｜市
二城
十南
九区
｜茶
十山

誕
生

京
都
大
学
文
学
部
哲
学
科
卒
業

京
都
大
学
大
学
院
（
旧
制
）
退
学

京
都
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

京
都
大
学
文
学
部
助
手

九
州
大
学
文
学
部
講
師

九
州
大
学
文
学
部
助
教
授

日
本
西
洋
古
典
学
会
委
員

九
州
大
学
文
学
部
教
授

学
生
部
参
与
、
学
生
会
館
委
員
会
委
員

入
学
試
験
審
議
会
委
員

日
本
哲
学
会
委
員

附
属
図
書
館
商
議
委
員

日
本
西
洋
古
典
学
会
常
任
委
員

九
州
大
学
評
議
員
、
教
養
部
審
議
会
委
員
、
大
学
院
委
員

会
委
員



昭
和
五
十
九
年
七
月

昭
和
五
十
九
年
七
月

平

成

四

年

十

一

月

平

成

五

年

三

月

平

成

五

年

五

月

非
常
勤
講
師

九
州
大
学
文
学
部
長
、
九
州
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
長

国
際
交
流
委
員
会
委
員
、
原
子
力
委
員
会
委
員
、
施
設
委

員
会
委
員
、
入
学
試
験
審
議
会
委
員
、
情
報
科
学
委
員
会

委
員
及
び
環
境
保
全
委
員
会
委
員

西
日
本
哲
学
会
委
員
長

九
州
大
学
定
年
退
官

九
州
大
学
文
学
部
名
誉
教
授

東
京
都
立
大
学
、
北
海
道
大
学
、
東
北
大
学
、
筑
波
大
学
、
千
葉
大
学
、

大
阪
大
学
、
神
戸
大
学
、
広
島
大
学
、
徳
島
大
学
、
山
口
大
学
、
熊
本
大

学
、
長
崎
大
学
、
宮
崎
大
学



松

永

雄

二

教

授

業

績

目

録

、
著

〔
単
著
〕知

と
不
知

〔
共
著
〕行

為
の
構
造

書

ー
プ
ラ
ト
ン
哲
学
研
究
序
説
l

－
一
、
蹟
文

1

劇

E
hミ
合
言
、
の
統
一
性
に
つ
い
て
の
一
つ
の
覚
書

－
主
と
し
て
申
8
1
U
行
の
輿
僑
問
題
を
含
む

第
四
開
閉

Magaoロ
の
解
稗
を
通
じ
て
｜

（
あ
る
い
は
〉
三
百

gmと
「
神
の
法
」
と
劇
全
世
と
の
閥
係

に
つ
い
て
）

同

M
V同
市
a
o
H
C
N
切
ω
l
H
O
ω

の也

ー
プ
ラ
ト
ン
の
「
一
と
多
」
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
主
語

的
な
も
の
と
述
語
的
な
も
の
」
の
問
題
の
一
断
面

実
存
主
義

あ
る
原
理
的
な
も
の

ー
プ
ラ
ト
ン
の
美
と
芸
術
に
つ
い
て
の
思
索
を
め
ぐ
っ
て
｜

或
る
出
発
点
の
も
つ
思
考

ー
プ
ラ
ト
ン
『
パ
イ
ド
ン
』
由
印
刷
l
H
S
の
注
釈
｜

イ
デ
ア
論
の
も
つ
「
存
在
」
把
握
に
つ
い
て

ー
そ
の
若
干
の
基
礎
的
考
察
｜

2 3 4 5 6 

東
京
大
学
出
版
会

動
車
書
房

『
西
洋
古
典
学
研
究
』

W

『
西
洋
古
典
学
研
究
』

X

『
講
座
哲
学
体
系
』
第
一
巻

『
講
座
哲
学
体
系
』
第
六
巻

『
九
州
大
学
文
学
部
創
立
四
十
周
年
記
念
論
文
集
』

『
理
想
』
第
四
O
九
号

一
九
九
三
年

一
九
八
一
年

一
九
五
六
年
四
月

一
九
六
二
年
三
月

一
九
六
三
年
五
月

一
九
六
四
年
四
月

一
九
六
六
年

一
九
六
七
年

五
月月月

六
月



7 

主
述
関
係
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察

｜
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
場
合

l

「
存
在
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
に
か
か
わ
る
一
考
察

｜
ソ
ク
ラ
テ
ス
・
プ
ラ
ン
ト
ン
｜

ア
レ

l
テ
イ
ア
に
つ
い
て

ー
『
パ
イ
ド
ン
』
の
た
め
の
、
或
る
覚
書
｜

「
知
と
不
知
」
と
を
め
ぐ
る
問
題

ー
プ
ラ
ト
ン
の
初
期
対
話
篇
に
則
し
て
｜

或
る
構
造
（
そ
の
二

ー
「
イ
デ
ア
の
離
在
と
分
有
に
つ
い
て
」
再
考
｜

付
帯
性
の
問
題

ー
ウ
l
シ
ア
の
問
の
た
め
の
一
つ
の
予
備
的
考
察
｜

指
し
示
す
こ
と
と
「
何
で
あ
る
か
と
い
う
そ
の
こ
と
」

「
こ
こ
ろ
」
或
い
は
「
人
間
の
生
の
か
た
ち
」

ー
プ
ラ
ト
ン
『
テ
ア
イ
テ
ト
ス
』
、
『
ピ
レ
ポ
ス
』
の
た
め
の

一
考
察
｜

「
よ
く
な
す
こ
と
」
或
い
は
「
よ
く
生
き
る
こ
と
」

－
善
（
よ
い
）
と
存
在
（
あ
る
）
に
か
か
わ
る
問
題
地
平
の

解
明
の
た
め
に
｜

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
現
存

〈
よ
い
〉
（
善
）
と
い
う
そ
の
こ
と
へ
の
接
近

－
行
為
と
徳
（
ア
レ
テ
l
）
に
か
か
わ
る
知
の
問
題
を
め
ぐ
っ

て
ー

問
わ
れ
て
い
る
も
の
｜
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
場
合
｜

自
然
と
自
然
を
越
え
る
も
の

ー
わ
た
し
の
生
の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
｜

内
な
る
正
義
｜
プ
ラ
ト
ン
『
国
家
』
篇
の
問
題
｜

生
を
律
す
る
も
の
｜
徳
と
幸
福
、
快
と
善
｜

8 9 10 11 12 14 13 15 17 16 19 18 21 20 

『
哲
学
論
文
集
』
第
四
輯

『
理
想
』
第
四
八
四
号

『
理
想
』
第
四
九
七
号

『
哲
学
論
文
集
』
第
二
輯

『
理
想
』
第
五
一
五
号

『
西
洋
古
典
学
』

M
M内〈

『
理
想
』
第
五
五
六
号

『
哲
学
論
文
集
』
第
一
五
輯

『
理
想
」
第
五
七

O
号

「
現
代
思
想
」

4
0｝

・

H
C
l印

『
行
為
の
構
造
』

『
生
き
が
い
の
探
究
』

『
新
岩
波
講
座
哲
学
』
第
五
巻

『
哲
学
論
文
集
』
第
二
三
輯

『
講
座
転
換
期
に
お
り
る
人
間
』
第
八
巻

一
九
六
八
年
九
月

一
九
七
三
年

九
月

一
九
七
四
年

十
月

一
九
七
五
年

九
月

一
九
七
六
年
四
月

一
九
七
七
年

月

一
九
七
九
年
九
月

一
九
七
九
年
九
月

一
九
八

O
年
十
一
月

一
九
八
二
年
三
月

一
九
八
三
年
四
月

一
九
八
三
年
四
月

一
九
八
五
年
七
月

一
九
八
七
年
九
月

一
九
八
九
年
十
二
月



22 

「
よ
く
生
き
る
こ
と
」
と
い
う
こ
と

｜
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
の
問
題

三
、
翻
訳
（
解
説
、
訳
註
）

－
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
「
調
停
裁
判
」
（
『
ギ
リ
シ
ア
喜
劇
全
集
』
第

二
巻
）

プ
ラ
ト
ン
「
カ
ル
ミ
デ
ス

l
思
慮
に
つ
い
て

l
」
（
『
プ
ラ
ト

ン
名
著
集
』
）

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
「
カ
テ
ゴ
リ
ア
イ
（
範
鴫
論
ご

（
「
世
界
古
典
文
学
全
集
』
一
六
）

コ
ル
ネ
ア
ル
・

J
・
ド
・
フ
オ
｜
ゲ
ル

「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
初
期
の
思
想
形
成
に
つ
い
て
｜
い
わ

ゆ
る
『
一
般
的
公
開
用
の
著
作
』
の
諸
断
片
に
つ
い
て
の
考

察
」
（
『
ギ
リ
シ
ア
哲
学
と
宗
教
』
）

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
「
形
而
上
学
第
十
一
巻
・
第
十
二
巻
」

（
『
世
界
の
名
著
』
第
八
巻
）

プ
ラ
ト
ン
「
パ
イ
ド
ン
｜
魂
に
つ
い
て
」
（
『
プ
ラ
ト
ン
全
集
』

第
一
巻
）

2 3 4 5 6 
園
、
書
評

l

書
評
一

ω円
y
z
z－
h
白
、
白
雪
一
』
刊
誌
な
昌
、
F
H
S
丘町帆§諮問・

2

井
上
忠
著
『
哲
学
の
現
場
｜
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
よ
語
れ
』

3

わ
れ
わ
れ
の
生
は
い
か
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と

－
稲
垣
良
典
氏
の
『
習
慣
の
哲
学
』
に
よ
せ
て

書
評
口
問
。
『
ヲ
〉
・

0
・
（
邑
・
）
・
印
刷
局
叫
明
。
昌
弘
司
法
主
守
ぱ

同
町

H
p
m
a
・

4 

『
哲
学
論
文
集
』
第
二
八
輯

人
文
書
院

新
潮
社

筑
摩
書
房

筑
摩
書
房

中
央
公
論
社

岩
波
書
店

『
西
洋
古
典
学
研
究
』

m

『
週
間
読
書
人
』
第
一
三
四
九
号

『
創
文
』
一
一
一
七

『
西
洋
古
典
学
研
究
』
阿
凶
M

口

一
九
九
二
年

九
月

一
九
六
一
年
十
一
月

一
九
六
四
年
十
一
月

一
九
六
六
年
八
月

一
九
六
九
年
三
月

一
九
七
二
年

/¥ 
月

一
九
七
五
年

七
月

一
九
五
五
年
三
月

一
九
七
七
年
十
一
月

一
九
八
二
年
二
月

一
九
八
三
年
三
月



5

或
る
希
有
な
も
の
の
現
在

l
哲
学
そ
の
も
の
の
可
能
性

1

四
特
別
報
告
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
提
題

－
イ
デ
ア
の
離
在
と
分
有
に
つ
い
て
よ
成
る
序
説

I

2

プ
ラ
ト
ン
の
U
V
ロO
凹

O
H
V
F
E

『
創
文
』
二
八
六

日
本
哲
学
会
第
二
六
回
大
会
『
哲
皐
』
第
一
七
号

中
世
哲
学
会
第
二
四
回
大
会

『
中
世
思
想
研
究
』
対
〈
昌

一
九
八
八
年
三
月

一
九
六
七
年
三
月

一
九
六
七
年
十
月



昭
和

学

歴
昭
和
二
十
四
年

昭
和
二
十
六
年

昭
和
二
十
八
年

昭
和
二
十
八
年

昭
和
三
十
年
三
月

昭
和
三
十
年
四
月

昭
和
三
十
年
七
月

昭
和
三
十
三
年
四
月

昭
和
三
十
六
年
三
月

昭
和
四
十
一
年

戸

崎

宏

正

教

授

五
年

月
四
月

四
月

三
月

四
月月

略

歴
本
籍
地
福
岡
県

現
住
所
福
岡
県
太
宰
府
市
三
条
二
丁
目
九
番
十
号

誕
生

九
州
大
学
文
科
入
学

九
州
大
学
文
学
部
哲
学
科
（
イ
ン
ド
哲
学
史
専
攻
）
進
学

同

卒

業

九
州
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
（
イ
ン
ド
哲
学

仏
教
史
専
攻
）
進
学

同

終

了

九
州
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
（
イ
ン
ド
哲
学

仏
教
史
）
進
学

休
学
、
イ
ン
ド
・
ナ
l
ラ
ン
ダ
仏
教
研
究
所
に
留
学

帰
国
、
復
学

九
州
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
（
イ
ン
ド
哲
学

仏
教
史
専
攻
）
退
学

文
学
博
士
（
甲
種
）
（
九
州
大
学
）



昭
和
四
十
九
年

職

歴
昭
和
三
十
六
年
四
月

昭
和
四
十
年
三
月

昭
和
四
十
二
年
十
月

昭
和
四
十
五
年
四
月

昭
和
五
十
一
年

昭
和
五
十
二
年

昭
和
五
十
五
年

昭
和
五
十
八
年

昭
和
六
十
年

昭
和
六
十
二
年

昭
和
六
十
三
年

平

成

五

年

平

成

五

年

十
月

十
月

五三十四四七四六
月月月月月月月月

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
留
学
（
出
。
ロ

O
B弓
m
g
g『
n
y
司早

－o当日
ロ

ωω
ロ∞
wユ
同
釦
ロ
己
目
白
色
白
ロ

ω宮
島

g）
（
昭
和
五
十

年
二
月
二
十
八
日
ま
で
）

九
州
大
学
文
学
部
助
手
（
昭
和
三
十
九
年
三
月
ま
で
）

筑
紫
女
学
園
短
期
大
学
助
教
授

筑
紫
女
学
園
短
期
大
学
教
授

九
州
大
学
文
学
部
講
師
（
非
常
勤
）
（
昭
和
五
十
二
年
五
月

ま
で
）

福
岡
教
育
大
学
教
育
学
部
講
師
（
非
常
勤
）
（
昭
和
五
十
二

年
九
月
ま
で
）

九
州
大
学
文
学
部
助
教
授

京
都
大
学
文
学
部
講
師
（
非
常
勤
）

九
州
大
学
文
学
部
教
授

東
北
大
学
文
学
部
講
師
（
非
常
勤
）

広
島
大
学
文
学
部
講
師
（
非
常
勤
）

東
京
大
学
文
学
部
講
師
（
非
常
勤
）

九
州
大
学
定
年
退
官

九
州
大
学
名
誉
教
授



日
本
印
度
学
仏
教
学
会

で）日
本
仏
教
学
会
理
事
。
（
平
成
五
年
三
月
ま
で
）

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
理
事
。
（
平
成
五
年
三
月
ま
で
）

西
日
本
宗
教
学
会
理
事
、
現
在
に
至
る
。

社
団
法
人
九
州
大
学
仏
教
青
年
会
常
務
理
事
、
現
在
に
至

ヲ
匂
。

学
内
役
職

昭
和
五
十
九
年
四
月
昭
和
六
十
一
年
三
月

昭
和
六
十
二
年
五
月
｜
平
成
三
年
四
月

平

成

三

年

四

月

｜

平

成

四

年

三

月

平
成
三
年
十
一
月
｜
平
成
五
年
三
月

学
会
等

昭
和
五
十
二
年
七
月

昭
和
五
十
八
年
五
月

昭
和
五
十
八
年
六
月

昭
和
五
十
八
年
七
月

昭
和
五
十
九
年
五
月

平
成

平
成

平
成

四三三
年年年

五
月

学
生
部
参
与

入
学
試
験
審
議
会
委
員

評
議
員

附
属
図
書
館
商
議
員

評
議
員
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平
成
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西
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本
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学
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教
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長
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現
在
に
至
る
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南
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ア
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員
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に
至
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教
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に
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仏
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仏
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仏
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サ
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テ
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ァ
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ル
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仏
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仏
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ヴ
ァ
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ル
テ
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研
究
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プ
ラ
マ
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ナ
・
ヴ
ァ
l
ル
テ
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カ
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仏
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と
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縁
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ヴ
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凶
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訳
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マ
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ァ
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カ
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印
仏
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仏
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報
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仏
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仏
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潟
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仏
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テ
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仰
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要
』

4

『
筑
紫
女
学
園
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大
紀
要
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紫
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園
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大
紀
要
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紫
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学
園
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大
紀
要
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筑
紫
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学
園
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大
紀
要
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講
座
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教
思
想
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紫
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学
園
短
大
紀
要
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紫
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大
紀
要
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日
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紫
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学
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短
大
紀
要
』
ロ

『
哲
学
年
報
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想
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五
四
九

『
哲
学
年
報
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『
哲
学
年
報
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『
哲
学
年
報
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『
哲
学
年
報
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頭
発
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の
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『
哲
学
年
報
』
必

九
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大
学
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開
講
座
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き
が
い
の
探
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仏
研
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七
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七
四
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七
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八
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｜
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1
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・
ヴ
ィ
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ャ
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ュ
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マ

l
ナ
・
ヴ
ィ
ニ
シ
ュ
チ
ャ
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1
章
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和
訳
凶

認
識

法
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ラ
マ
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ャ
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覚
）
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和
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法
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マ

l
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ャ
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』
第
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（
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覚
）
論
の
和
訳
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法
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『
プ
ラ
マ
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・
ヴ
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』
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覚
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｜
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法
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ヴ
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』
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（
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覚
）
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和
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趣
と
各
語
の
意
味
｜
ク
マ

l
リ
ラ
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ュ

ロ
l
カ
ヴ
ァ

l
ル
テ
ィ
カ
』
第
4
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知
覚
ス
ト
l
ラ
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の

和
訳
山

ク
マ

l
リ
ラ
著
『
シ
ュ
ロ

l
カ
ヴ
ァ

l
ル
テ
ィ
カ
』
第
4
章

（
知
覚
ス
ト
l
ラ
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の
和
訳
削

法
称
著
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プ
ラ
マ
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・
ヴ
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ュ
チ
ャ
ヤ
』
第
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覚
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和
訳
附

36 37 38 40 39 42 41 43 44 45 46 47 48 

『
講
座
大
乗
仏
教
』

9
、
春
秋
社

『
神
秘
思
想
論
集
』
成
田
山
新
勝
寺

雲
井
昭
善
博
士
古
稀
記
念
『
仏
教
と
異
宗
教
』

平
楽
寺
書
店

『
哲
学
年
報
』
必

『
哲
学
年
報
』
必

『
成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要
』
日

『
哲
学
年
報
』
必

「
岩
波
講
座
・
東
洋
思
想
」
刊
、
岩
波
書
店

『
藤
田
宏
達
博
士
還
暦
記
念
論
集
・
イ
ン
ド
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学
と

仏
教
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藤
田
宏
遠
博
士
還
暦
記
念
論
集
刊
行
会

『
哲
学
年
報
』

ω

『
西
日
本
宗
教
学
雑
誌
』
ロ

『
哲
学
年
報
』
印

『
伊
原
照
蓮
博
士
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稀
記
念
論
文
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伊
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博

士
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稀
記
今
ω会

「
印
度
哲
学
仏
教
学
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北
大
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学
年
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九
八
四
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九
八
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三
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九
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九
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九
八
七
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九
八
八
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九
八
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九
八
九
年
一

O
月

一
九
八
九
年
一
一
月

一
九
九

O
年

月

一
九
九
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九
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九
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年
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九
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九
九
二
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善
勇
猛
般
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経
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『
大
乗
仏
典
』
第
一
巻

『
成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要
』
日
（
仏
教
文
化
論
集
）

『
真
野
龍
海
博
士
頒
寿
記
念
論
文
集
・
般
若
波
羅
多

思
想
論
集
』

塚
本
啓
祥
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
、
『
知
の
濯
遁
l
仏

教
と
科
学
』
、
佼
成
出
版
社

雲
藤
義
道
喜
寿
記
念
論
文
集
、
『
宗
教
的
真
理
と
現

代
』
、
教
育
新
潮
社

『
哲
学
年
報
』
臼

宮
坂
宥
勝
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
、
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ン
ド
学
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密

教
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究
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法
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教
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究
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輪
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九
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二
年
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九
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二
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九
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年
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